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:

AMDA国際医療情報センター所長

　小林米幸

北
京
語
、
広
東
語
、
潮
州
語
、

韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
語
で
の
通
訳
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
開
業
し
て
み
る
と
、
外
国
人

の
方
か
ら
数
多
く
の
医
療
相
談

電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

業
を
開
始
す
る
計
画
を
も
っ
て

い
ま
し
た
が
、
東
京
都
自
身
が

行
う
よ
り
も
民
間
団
体
に
委
託

し
た
ほ
う
が
効
果
が
上
か
る
の

で
は
な
い
か
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国

際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
に
接
触

し
て
き
た
の
で
す
。
一
年
半
に

　
察
補
助
表
、
九
か
国
語
対
応

　
服
薬
指
導
本
な
ど
）

困
東
京
都
委
託
事
業

４

電
話
医
療
・
医

事
相
談
業
務
へ

の
対
応
人
員

　
６
Ｉ
Ｉ
６
３
６
－
２
３
３
Ｑ
り

・
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語

　
　
月
～
金
　
九
時
～
一
七
時

・
中
国
語

　
月
、
火
　
一
〇
時
～
一
三
時

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

　
　
　
金
　
一
一
時
～
一
七
時

向
け
相
談
窓
口
、
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
　
一

か
ら
の
相
談
な
ど
も
目
立
゜
て
　
‘

増
え
て
い
ま
す
。

８

母
子
保
健
に
関

す
る
相
談
件
数

と
相
談
内
容

』
』

診
療
に
支
障
が
出
る
ほ
ど
で
し
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
医
療
・
医
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
　
　
　
　
　
相
談
へ
の
対
応
　
　
　
設
立
以
来
ヽ
一
万
件
を
超
え

た
・
そ
の
相
談
の
内
容
や
マ
ス
　
　
事
相
談
と
は
別
に
ヽ
外
国
人
都
　
　
ｙ
タ
ー
東
京
‥
事
務
局
六
名

一
丿
　

万
　
　

る
相
談
件
数
の
約
二
（
Ｊ
％
が
母

コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る
外
国
人
に
　
　
民
に
対
す
る
医
療
情
報
の
提
供
　
　
通
訳
約
七
〇
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
保
健
関
連
で
し
た
。
国
籍
別

関
す
る
医
療
問
題
の
多
く
は
、

外
国
人
が
日
本
の
医
療
・
福
祉

制
度
に
関
す
る
情
報
か
ら
疎
外

さ
れ
て
い
る
た
め
に
起
こ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
も

し
、
外
国
人
に
日
本
の
医
療
情

報
を
提
供
す
る
機
関
が
あ
っ
た

な
ら
ば
、
多
く
は
問
題
化
す
る

こ
と
な
く
避
け
る
こ
と
が
で
き

た
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。
そ

こ
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
に

こ
の
よ
う
な
機
関
の
設
立
を
提

案
し
、
設
立
資
金
六
〇
〇
万
円

を
集
め
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療

情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
し

た
。

呉
牛
本
」
玉
屋
雨
工
①
本
志

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
日
本
支

部
が
在
日
外
国
人
の
医
療
問
題

に
取
り
組
む
と
い
う
国
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
、

平
成
三
年
四
月
に
東
京
世
田
谷

の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の

一
室
に
オ
ー
’
プ
ン
し
た
組
織
で

す
。
セ
ン
タ
ー
設
立
を
企
画
提

案
し
た
の
は
私
自
身
で
す
。

　
一
〇
年
前
、
私
は
勤
務
医
と

し
て
の
業
務
の
か
た
わ
ら
、
イ

ま
し
た
。
日
本
語
の
わ
か
ら
な

い
人
が
日
本
で
治
療
を
受
け
る

こ
と
は
、
ほ
ん
と
う
に
た
い
へ

ん
な
こ
と
で
す
。
当
時
、
日
本

に
住
む
外
国
人
が
急
増
し
、
外

国
人
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
医

療
問
題
が
新
聞
、
テ
レ
ピ
な
ど

で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
つ
つ

あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
後
、

地
域
住
民
と
し
て
日
本
人
同
様

外
国
人
も
受
け
入
れ
る
通
訳
付

き
の
小
林
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
業
し
ま
し
た
。
現
在
、
英
語
、

　
平
成
三
年
四
月
に
、
事
務
局

員
二
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
通

訳
数
名
で
、
電
話
で
の
無
料
医

療
・
医
事
相
談
を
開
始
し
ま
し

た
。
英
語
以
外
の
言
語
は
不
定

期
で
頼
り
な
い
態
勢
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
初
の
一

年
間
の
相
談
件
数
は
Ｉ
、
一
〇

四
件
に
も
達
し
ま
し
た
。

　
二
年
目
に
な
っ
て
東
京
都
衛

生
局
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
都
も
、
増
え
続
け
る
外
国

人
都
民
の
た
め
に
医
療
相
談
事

事
業
や
救
急
通
訳
事
業
を
東
京

都
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
請

け
負
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に

伴
い
、
平
成
五
年
三
月
に
新
宿

区
の
ピ
ル
の
中
に
移
転
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
平
成
五
年
一
二
月
に

は
関
西
新
空
港
開
港
に
伴
い
、

外
国
人
の
急
増
が
予
測
さ
れ
た

関
西
地
区
に
対
応
す
る
た
め
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
関
西
を
大
阪
市
に
オ
ー
プ

ン
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
昨
年
度
の
相
談
件
数

は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
東
京
三
、
一
八
五
件
、

同
関
西
一
、
一
二
七
件
、
計
四
、

三
一
二
件
で
す
。

３

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際

医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
の
業
務

田
外
国
語
に
よ
る
医
療
情
報
の

　
提
供
（
電
話
無
料
医
療
・
医

　
事
相
談
）

閃
外
国
人
患
者
受
け
入
れ
に
関

　
す
る
日
本
の
医
療
従
事
者
を

　
対
象
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

　
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

朗
外
国
人
医
療
に
関
す
る
出
版

　
事
業
（
一
一
か
国
語
対
応
診

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
関
西
‥
事
務
局
二
名
、

通
訳
約
一
五
名

　
な
お
通
訳
と
し
て
業
務
に
あ

た
る
外
国
人
の
方
に
は
、
一
定

以
上
の
日
本
語
の
読
み
書
き
の

能
力
を
要
求
し
、
さ
ら
に
実
際

の
相
談
業
務
に
携
わ
る
前
に
、

専
門
家
に
よ
る
日
本
の
医
療
制

度
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
事
項

に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

５

連
絡
先
お
よ
び

対
応
言
語
、
対

応
時
間

●
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ

　
ン
タ
ー
東
京
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ

　
３
－
５
２
８
５
－
８
０
８
Ｑ
｀

・
言
葉
の
通
じ
る
病
院
を
紹
介

　
し
て
ほ
し
い

　
関
東
、
関
西
を
中
心
に
そ
れ

ぞ
れ
一
五
〇
件
ず
つ
、
計
三
〇

〇
件
近
く
の
外
国
語
で
対
応
で

き
る
協
力
医
療
機
関
の
リ
ス
ト

が
あ
り
、
。
こ
の
中
か
ら
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。

・
日
本
の
医
療
・
福
祉
制
度
に

　
関
す
る
相
談

　
制
度
に
詳
し
い
事
務
局
員
が

通
訳
を
介
し
て
お
答
え
し
ま
す
。

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
が
必
要
な

場
合
に
は
、
時
間
を
い
た
だ
い

て
調
査
を
し
て
か
ら
お
答
え
し

て
い
ま
す
。

・
病
院
に
行
っ
た
の
だ
が
言
葉

　
が
通
じ
な
い

　
本
来
の
相
談
業
務
に
支
障
の

な
い
範
囲
で
電
話
で
通
訳
を
い

た
し
ま
す
。

に
み
て
も
こ
の
傾
向
は
共
通
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ

人
か
ら
の
相
談
の
二
二
％
、
同

じ
く
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
の
二
三

％
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
か
ら
の
ニ
ニ

％
、
ペ
ル
ー
人
か
ら
の
二
五
％
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
か
ら
の
二
八
％
、

韓
国
人
か
ら
の
二
Ｉ
％
、
タ
イ

人
か
ら
の
一
八
％
が
母
子
保
健

関
連
の
相
談
で
し
た
。
例
外
は

イ
ラ
ン
人
で
、
七
％
を
占
め
る

に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

は
、
日
本
に
現
在
居
住
し
て
い

る
イ
ラ
ン
人
の
多
く
が
出
稼
ぎ

目
的
の
男
性
で
あ
る
こ
と
に
起

因
し
て
い
＆
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
相
談
内
容
を
、
妊
娠
・
出
産

に
関
す
る
も
の
と
小
児
に
関
す

る
も
の
に
分
け
て
み
ま
し
た
。

前
者
で
は
費
用
に
関
す
る
も
の
、

・
英
語
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
産
方
法
に
関
す
る
も
の
、
中

ぶ
溺
宍
じ
山
ず
衝
」
田
内
圧

　
月
～
金
　
九
時
～
一
七
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
室
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
目

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

　
　
月
、
水
　
九
時
～
一
七
時

・
ペ
ル
シ
ヤ
語

　
　
　
　
火
　
九
時
～
一
七
時

・
フ
ィ
リ
ピ
ノ
語

　
　
　
　
水
　
九
時
～
一
七
時

●
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ

　
ン
タ
ー
関
西
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ

　
当
初
、
外
国
人
か
ら
の
相
談

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
二
～
三
年
は
外
国
人

が
通
院
ま
た
は
入
院
し
て
い
る

医
療
機
関
の
医
師
、
看
．
護
婦
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
、
保

健
所
の
方
、
外
国
人
を
雇
用
し

て
い
る
会
社
、
行
政
の
外
国
人

立
ち
ま
す
。
出
産
方
法
や
産
前

母
親
教
室
に
関
す
る
相
談
は
、

特
に
欧
米
系
外
国
人
に
多
い
傾

向
で
す
。

　
中
絶
に
関
す
る
相
談
は
、
中

国
人
に
多
い
印
象
を
受
け
ま
す
。

本
国
に
お
け
る
Ｉ
人
っ
子
政
策

の
影
響
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま



せ
ん
。

　
小
児
の
相
談
で
は
、
予
防
接

種
、
育
児
な
ど
の
相
談
が
多
い

傾
向
で
す
。
な
か
で
も
特
に
目

立
つ
の
は
予
防
接
種
に
関
す
る

相
談
で
、
ど
こ
で
受
け
ら
れ
る

の
か
、
自
国
で
受
け
て
き
た
予

防
接
種
と
の
調
整
を
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
、
予
防
接
種
の
問

診
用
紙
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
、

費
用
は
い
く
ら
か
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種

関
連
の
相
談
は
、
学
問
的
内
容

に
答
え
る
に
は
専
門
家
の
知
恵

が
必
要
な
こ
と
、
予
防
接
種
に

関
す
る
制
度
が
地
方
自
治
体
に

よ
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

制
度
に
関
し
て
答
え
る
に
『
は
地

方
自
治
体
担
当
窓
口
に
問
い
合

わ
せ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
’

　
こ
れ
ら
の
相
談
は
、
地
域
住

民
と
し
て
居
住
し
て
い
る
日
本

語
の
読
み
書
き
の
で
き
な
い
外

国
人
へ
の
対
応
、
’
す
な
わ
ち
地

域
の
国
探
化
が
相
変
わ
ら
ず
進

ん
で
い
な
い
実
態
を
示
し
て
い

る
と
と
も
に
、
外
国
人
の
定
佳

傾
向
が
強
ま
る
な
か
で
ま
す
ま

す
増
加
し
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
費
用
に
関
す
る
質
問
に
的
確

に
答
え
る
に
は
、
母
子
保
健
関

連
の
医
療
・
福
祉
制
度
と
外
国

人
へ
の
適
用
条
件
に
つ
い
て
知

？
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
予
防
接
種
は
、
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
人
な
ち
‐
８
本

人
と
同
様
の
条
件
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
外
国
人

登
録
は
日
本
に
三
か
月
以
上
滞

在
す
る
資
格
の
あ
る
人
に
は
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
児

童
福
祉
法
第
二
二
条
（
出
産
に

対
す
る
助
成
制
度
）
は
在
留
資

格
の
な
い
外
国
人
（
不
法
滞
在

者
）
に
も
適
用
さ
れ
る
な
ど
。

正
常
分
娩
は
自
費
診
療
と
な

り
、
す
な
わ
ち
医
療
機
関
に
よ

り
費
用
が
異
な
る
こ
と
も
知
、
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険

の
掛
け
金
が
高
い
の
で
、
民
間

会
社
の
保
険
に
入
っ
て
い
る
と

い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
民
間
会
社
の
保
険
で
は
分

娩
は
カ
バ
ー
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
二

国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
砿

加
入
し
て
い
る
と
、
拙
産
後
、

三
〇
万
円
近
く
の
金
額
が
個
人

に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
、

け
っ
こ
う
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。


	page1
	page2

